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著作権について
本レポートの記載事項に係る著作権およびその他一切の知的財産権は、パーソルダイバース（株）に帰属します。私的かつ非商業目的で使用する場合、その他著作権法
により認められる場合を除き、事前にパーソルダイバース（株）の書面による許可を受けずに、複製、公衆送信、改変、切除、お客様のウェブサイトへの転載等の行為は著
作権法により禁止されています。

新型コロナウイルス感染拡大が長期化している中、はたらく障害者を取り巻く環境や、企業の障

害者雇用に対する取り組みに様々な影響が生じた。

そこで、本調査では、新型コロナウイルス感染拡大は、障害者の就業や“はたらく”に対する考え方

に、対してどのような影響や変化が発生したのかを調査した。

調査結果からは、はたらく上での不安のほか、テレワークなどによるはたらき方の柔軟性・選択肢

を求める様子が伺える。

本調査の内容が、これからの新たなはたらき方の在り方や、多様な価値観を持った個人が活躍で

きる社会の実現へのヒントとなれば幸いである。
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調査概要
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調査名 ： 新型コロナウイルス感染拡大による障害者のはたらくへの影響に関する調査
調査方法 ： 自社会員を用いた、インターネットによるアンケート調査
調査対象 ： dodaチャレンジに登録している全国の障害のある男女で、就業中の方
調査期間 ： ２０２１年８月１０日（火）～８月１３日（金）
回答数 ： 471名

引用について：本調査を引用いただく場合は、出所を明示してください。
記載例：パーソルダイバース株式会社「新型コロナウイルス感染拡大による障害者のはたらくへの影響に関する調査」

※本資料では、ユニバーサルデザインの考え方に基づいたフォント・配色を使用しています。

※複数の手帳取得者含む

障害区分 回答数 比率

身体障害
（身体障害者手帳を保有している）

337 68.2%

精神障害
（精神障害者保健福祉手帳を保有している）

98 19.9%

発達障害
（精神障害者保健福祉手帳を保有している）

56 11.3%

知的障害
（療育手帳を保持している）

1 0.2%

障害者手帳を申請中、または保有していない 2 0.4%

年代 回答数 比率

19歳以下 0 0.0%

20-29歳 48 10.2%

30-39歳 134 28.5%

40-49歳 158 33.5%

50-59歳 130 27.6%

60歳以上 1 0.2%

勤務中の会社の在籍年数 回答数 比率

1年未満 75 15.9%

1-3年未満 127 27.0%

3-5年未満 91 19.3%

5-10年未満 83 17.6%

10年以上 74 15.7%

わからない、答えられない 21 4.5%

転職活動について 回答数 比率

在職中だが、転職活動している 87 18.5%

在職中だが、転職を検討している 172 36.5%

在職中だが、転職の意思は今のところない 152 32.3%

在職中だが、休職している 8 1.7%

在職中だが、離職の手続きをしている 8 1.7%

その他 29 6.2%

わからない、答えられない 15 3.2%
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調査結果サマリー
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◼ 障害者の就業に対する不安は「体調、健康」（44.2%）が最も高い。

続いて、実生活に直結する「生活・収入」（42.0%）、「就業継続」（32.7%）が

続く。前年と比べて増加したのは「障害に対する配慮の不安」（＋13.6%）

だった。

◼ 障害者が“はたらく”に重視することで、最も多かったのは「収入・給与」

（67.3%）で、前年より10.2%上昇した。

精神障害の方においては「障害上必要な配慮、健康支援」も重要視されてい

る。

◼ 今後のはたらき方に望むことで、最も多かったのは「在宅勤務とオフィスへ

の出社の併用」（35.0%）だった。

前年比最も増加したのは「仕事と家庭を両立させてはたらきたい」 （9.6%、

前回比＋3.4%）で、今後もテレワークやはたらき方の選択肢・柔軟性が求め

られているのが分かる。
※本調査は2021年9月8日に発表した「障害者のはたらく幸せに関する調査」 と同時に調査したものです。
障害者のはたらく幸せに関する調査:https://persol-diverse.co.jp/research/report001/
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調査結果紹介
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調査結果紹介｜ 新型コロナウイルス感染拡大による障害者の就業に対する不安
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44.2%

42.0%

32.7%

32.7%

29.5%

26.3%

25.5%

22.7%

10.0%

8.1%

5.5%

1.5%

36.7%

30.5%

30.3%

40.9%

24.7%

22.0%

11.9%

16.0%

12.4%

8.5%

4.9%

1.3%

体調、健康面への不安

生活、収入面の不安

就業継続の不安

今後の社会情勢に関する不安

コミュニケーション、人間関

係の不安

キャリアップ上の不安

障害に対する配慮の不安

就業場所や環境の不安

就業上の不安は特に感じてい

ない

就業の変化や不安は特にな

かった

その他

わからない、答えられない

(208)

(198)

(154)

(154)

(139)

(124)

(120)

(107)

(47)

(38)

(26)

(7)

「体調、健康面」への不安が最も高く、実生活に直結する「生活、収入面の不安」が続く。
2020年実施の調査と比べて最も増加したのは、「障害に対する配慮の不安」（＋13.6％）であった。
一方で、「今後の社会情勢に関する不安」に関しては、2020年実施の調査と比較すると減少した（-8.2％）。

※N=471／カッコ内は回答数
※複数選択式当てはまるもの全て／小数点第2位以下は切り捨て
※グレー部分が前回調査結果（2020年７月発表）

今回（21年8月調査）

前回（20年7月発表）
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67.3%

34.8%

34.2%

27.4%

23.4%

21.9%

20.4%

18.7%

17.2%

8.5%

7.4%

0.2%

57.1%

43.3%

26.6%

30.1%

26.7%

27.7%

18.1%

16.1%

16.6%

20.1%

5.0%

1.6%

収入、給与

継続してはたらけること

業務内容

障害上必要な配慮、健康支援

仕事と生活の両立、バランス

自宅と職場の距離・在宅勤務制度

自己成長・キャリアアップ

上司や同僚との人間関係

やりがい・社会貢献できること

オンライン活用・業務体制（一人

かチームか）

専門技術やノウハウの取得

その他
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調査結果紹介 ｜ 障害者が”はたらく”に重視すること

(317)

(164)

(161)

(129)

(110)

(103)

(96)

(88)

(81)

(40)

(35)

障害者が“はたらく”に重視することで最も多かったのは「収入、給与」（67.3％）で、
2020年7月発表の前回調査と比較すると、10.2％上昇した。

※N=471／カッコ内は回答数
※複数選択式当てはまるもの全て／小数点第2位以下は切り捨て
※グレー部分が前回調査結果（2020年７月発表）

今回（21年8月調査）

前回（20年7月発表）

(1)
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「障害者が“はたらく”に重視すること」を障害別（身体障害、精神障害）でみると、身体障害および精神障害の
両者ともに最も多いのは「収入・給与」で同様だが、精神障害者の場合、二番目に「障害上必要な配慮、健康支
援」が高い（40.8%）結果となっている。

1位

身体障害 精神障害

収入・給与
66.2％（223）

業務内容
52.8％（１７８）

継続して
はたらけること
45.7％（１５４）

収入・給与
68.4％（６７）

健康上必要な
配慮・健康支援
40.8％（40）

業務内容
52.8％（１７８）

2位

3位

（N=337） （N=98）

※N=471／カッコ内は回答数
※複数選択式当てはまるもの全て
小数点第2位以下は切り捨て

調査結果紹介 ｜ 障害者が”はたらく”に重視すること
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調査結果紹介 ｜ 今後のはたらき方に望むこと

35.0%

14.6%14.0%

10.0%

9.6%

6.6%

6.4%

1.3%
1.3% 1.3% 在宅勤務とオフィスへの出社の両方ではたらきたい

在宅勤務ではたらきたい

自宅からより近いオフィスや支店、事業所ではたらきたい

わからない、何とも言えない

仕事と家庭を両立させてはたらきたい

副業・兼業したい

今まで就業していたオフィスに出社してはたらきたい

サテライトオフィスではたらきたい

今の居住地や就業場所のある地域以外の場所ではたらきたい

その他

(69)

(47)

(45)

(31)

(30)

(6)
(6)

(6)

(165)

「在宅勤務」の希望者：
全体の49.6%

「今後のはたらき方に望むこと」で最も多かったのは、「在宅勤務とオフィスへの出社の併用」（35.0%）で、
続けて「在宅勤務ではたらきたい」（14.6％）と、約半数が在宅勤務のはたらき方を希望しているのが分かる。
今後においても、テレワークやはたらき方の選択肢・柔軟性が求められている。

(69)(6４)
※N=471／カッコ内は回答数
※複数選択式当てはまるもの全て
小数点第2位以下は切り捨て
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今後のはたらき方に望むこと
今回

（2021年8月調査）
前回

（2020年７月発表）

在宅勤務とオフィスへの出社の両方ではたらきたい 35.0% 165 35.0%

在宅勤務ではたらきたい 14.6% 69 15.1%

自宅からより近いオフィスや支店、事業所ではたらきたい 14.0% 66 16.6%

わからない、何とも言えない 10.0% 47 8.9%

仕事と家庭を両立させてはたらきたい 9.6% 45 6.2%

副業・兼業したい 6.6% 31 5.0%

今まで就業していたオフィスに出社してはたらきたい 6.4% 30 8.9%

サテライトオフィスではたらきたい 1.3% 6 1.3%

今の居住地や就業場所のある地域以外の場所ではたらきたい 1.3% 6 1.2%

その他 1.3% 6 1.8%

「今後のはたらき方に望むこと」を、2020年実施の前回調査と比較すると、「仕事と家庭を両立させてはた
らきたい」が前年比で最も増加した（9.6%、前回比＋3.4%）。

調査結果紹介 ｜ 今後のはたらき方に望むこと
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12

新型コロウイルスの感染拡大は、社会全体のはたらき方や生活様式に変化をもたらした。例えば在宅勤務

が広がったことで満員電車で通勤する頻度が減少し、下肢障害者や精神障害者の心身の負担が軽減され

る等のメリットが生まれた。その一方で、聴覚障害者にとってはマスクで口元が読めない不都合などが生

まれる等の課題もみられた。

新型コロナウイルス感染拡大がもたらした環境の変化は、感染拡大が終息した後のはたらき方にも大きな

影響を残しているが、個人と組織の成長に必ず繋がるきっかけを生み出したとも考えられる。

新型コロナウイルス感染拡大によるはたらく環境の変化は、

チャンスでもある

新型コロナウイルスの感染拡大によって、当社が運営する障害者の転職・就職支援サービス「dodaチャ

レンジ」では、部分在宅勤務からフル在宅勤務まで対応可能な求人数が急増した。

多くの求職中の障害者も、在宅勤務が可能な環境を企業に強く求めており、その傾向は感染拡大が終息

した後も続いている。はたらき方、はたらく価値観が変化するなか、はたらき方に選択肢や柔軟性のな

い企業は、より優秀な人材から選ばれなくなりつつある。例えば心身共に様々な基礎疾患を有する障害

者にとっては、はたらきやすさの観点を踏まえ、オフィス出社と在宅勤務のメリット・デメリットを上手く

組み合わせたハイブリット型のはたらき方を用意することが効果的であると思われる。また在宅勤務に

おいては、マネジメントの工夫や体調管理、新たな業務の創出にも取り組む必要があるだろう。

在宅勤務が可能な環境整備と、

在宅勤務に対するマネジメントや体調管理、業務創出が急務
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本件に関するお問い合わせ

調査・研究データの転載のご希望や、調査内容についての
お問い合わせは下記からお願いします。

pdi_research@persol.co.jp
（パーソルダイバース障害者雇用調査・研究室）
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